CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全ま（消安ま）で指定され 
る特定保守製品です。 

法定点検を受けるために所有者登録を行ってください。 

{磬品に同相した r 所有者票」に記入し投函願います。） 


正しく使ってじよラすに節約 



エフエフ エイ ジー 


ェィ^ チ ェ J レ 


このたびは、コ□ナ扫ミ由ス I ''ーブをお買 
いあげいただき、まことにありびとラご 
ざいました。 

正しくお使いいただくために、この取扱 
説明書をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになる 
方びいつでち見られる所に「保証書 J • 
「工事説明書」となに大切に保管しでくだ 
さい。 
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A 警告 

KEROSENE ONLY 
J ま用燃料： 0 油 


A 警告 


給が気筒を必す 
点検しでください 
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1. 特に注意しでいただきたいことほきのために化ずお守りくださし、) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をま全に正しくお使いレただぎ、あなたや1也の人々へのち害や財産 
への損害をモがに防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は巧のよラになっています。 
内容をよく理辭しでから本でをお読みください。 


A 危険 
A 警告 
A 注意 


この表示を無視しで、誤った取りあいをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危お、または义巧の危検び差し 
迫ってちじることび想定される巧客を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取りあいをすると、人び死こ、重傷を負ラ可能性、または义おの可能性び 
想定される巧客を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の発ちび想定される 
内容を示しでいます。 


給表示の例 


A 

(§) 


A 記号は注意を促す巧客があることを告げるものです。 

図の中に具体的な';主意内客(左図の場含は一般のな';主意)び描かれでいます。 

0記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止の客(左図の場含はガソリン禁止)が描かれでいます。 

を記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場含は電源プラヴをコンじントから扳いでください)が描かれでいます。 


么警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶対 
に使巧しないでください。 VSy 

参义おの原因になります。 

スプレー 宙厳禁 

スプレー定や力じツトこん 
ろ用ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
ください。 ィ V 

熱で击の圧力び上びり、爆 am 
発しで危険です。 

0 

鐵 

巧類の乾燥厳禁 ^ 

而絹な户'の數憬し—はイホ ffl 1, 

ないでください。 ^ ノ 

巧類び落下しで义びつき、 LI 
乂災の原因になります。 

/U 

巧 

給排気筒トップ閉そくち [ 

給が気筒トツプの周りび雪でふ 
さが'れたままで使用しないで< 
ださい。ふさびれでいるときは、 厂 
除雪しでください。 e 

また、板などによる「雪囲い」 

は給排気の妨げになるのでおや 
めください。 一 

閉そくしでいると運転中にが刀 
スび室内じちれで、危険です。 

黄® 

1 試 

：1 



給排気筒（管、ホース）外れ危険 

給排気筒（管、ホース）び外 
れたまま使用しないでください。 

がれでいると運転かに排ガス 
び室内にちれで、危険です。 


給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トップには、虫よけ 
のためのま網などは巧けなし、 

でくださし、。 

給が気の妨げになり、異常燃 
焼を起こし排ガスび室内に漏 
れる巧能性びありを険です。 



温風吹出口をふさびない 

ス I ブの前に干し物を掛け 
たり、カーテンなどで背面の 
空気取入□びふさびれ 
ると、本体び過熱しで、 

操作部び変形したりや 
けどや故障-破損する 
など大変危険です。 

巧類、紙などで温風吹化□や 
空気取入□をふさびないでく 
ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、異 
常燃焼や乂災の原因じなります。 

















































> ルさいお寺様のいるご家庭では、特にミ主意しで 
くださし、。 


腰をかけたり、物をのせないで 


機器の上にのったり、腰をかけたりしな 
いでください。機器の故障ややけどのお 
それびあります。 

機器の上に巧びんやがを入れたちのなど 
を置かないでください。水びかかると漏 
電や故障のおそれびあります。 


0 


力ーテン.可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちの 
をおブけないでくださし、。 

义がび発ちするおそれびあ 
ります。 

可燃物との離隔距離じつい^ 

では標準据え付け図例に7 ^ 

ページ）を参照しでください。 


0 



給油時消义 

义がのおそれびあり 
ますので、給;をは、 
必ず消'义し、义の気 
のないところで巧つ 
でください。 



異常時使用禁止 

万一異常を感じたときは、 
使用しないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 


油漏れ確認 

ミ由タンク•コ''ム製送ミち管•接 
合部•給油コックおよび機 
器などからの灯油漏れが'な 
いことを確認の上ご使巧く 
ださい。 

灯ミ由び漏れでいると义おの 
おそれびあります。 




ごム製 
送ミ由管 


温風1し直接あたりない 


温風し直お長時間あたらな 
いでくださし、。 

ほ温やけどや脱水を状にな 
るおそれびあります。 


>特にお子様やお年寄り、体の不自由なちび使われ 
るときは、周囲の人び十分を意しでください。 



分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧し 
ないで < ださし、。 

不完全な修理は、ち険です。 

改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。 

また、ストーフ'や給が気筒には巧暖房用 
の熱交換器などを取り巧けなし、でくださし、。 
义災や排ガスび室内にちれる原因となり 
危険です。 


靈堅 

^0 




•特に注意しでいただぎたいこと(安をのために必ずお守りください) 


么警告 (WARNING) 


定期点検の実施 

定期的 （2 年に1回程度）に 
点検-整備を到づてくださし、。 
点検を受けすに長期間使用 
し続けると、故障や事故の 
原因じなり危険です。点検- 
整備はお買い求めの販売店 
や資格客のいる店に依頼し 
でください。 


〇 



ご自身での据え付け- 

移設工事の厳禁 


お客さまご白身によるエ 
事は危険です。 

据元はけ工事は販売店や 
専門業客に御の頼ください。 
(ス I ''ーブを移設させる場 
合ち同じです。） 


0 



A 注意 (CAUTION) 
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ほこりの除去 

フィルタは、週1回 U (上必す 
掃除しで < ださい。 

ごみ-ほこりなどでフィルタ 
びつまると、送風力び弱くなり、 
排気温度上昇やストーフ'の表面 
温度び上昇する原因になります。 


〇 


’ . /-掃除機 

J 死 


電源プラグのお手入れをする 


ときどきは電源プラヴを抜き、ほこり 
及び金属物を除去しで < ださい。 
ほこりか'たまると湿気などで絶縁不良 
になり义おの原因になります。 


〇 


変質な油禁止 


0 


変質な';由、不純な;由（巧れたなな、水 
の混じっているなミ由など）を使巧しな 
いで < ださし、。 

異常燃焼や故障のおそれびあります。 


指や異物を入れない 

温風吹出□やス I ''ーブの内部に 
は、紙•巧-プラスチックなど 
の異物を入れないでください。 
発煙-発义のおそれが'あります。 
温風空気取入れ□の中に、指や棒 
などを差しこまないでください。 
けがをするおそれびあります。 


初めてお使いになるときの注意 

ネリめでお使いになるとさは、耐熱塗料 
などび焼きなくまで煙と臭いび出ます。 mm 
しばらくの間、窓をあけで部屋の換気» 
をおこなつでください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場 
含び考えられますので、この間は、部 
匡に入れないでくださし、。 



電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加そたり、 
物をのせたりしないでください。 
また、電源プラグを抜くときは、 
コードを持って引き巧かないで 
くださし、。 

乂がや感電の原因になります。 



處 


長期間使用しないときは 
電源プラグを抜く 

長期間使用しないとき又は保管するときは、必す 
電源プラヴをコンじントから抜いでください。 

义おや予想しない事故の原因になります。 


〇 


な油の保管 

'なミ由は、乂気、雨水、ごみ、高温およ 
び直射曰化を避けた場所に保管しでください。 
ガソリンなどといつしよに保管しないでください。 
誤って使用すると異常燃焼や火がのおそれびあり 
ます。 


0 


フィルタをはずしての運転禁止 

巧流用送風機のフィルタをはすした状 
態で運転しますと、カーテンなどを巻きこんで乂 
がになるおそれびあります。 

また手などふれるとけびをするおそれびあります。 


電源の接続 


0 


電源は適正配線されたお相100 V のコ 
ン它ントがは使用しないでください。 

発熱-凳义の原因じなります。 

電源コードは、途中で接続したり延長コードの使 
用-他の電気器具とのタコ足配線をしないでくだ 
さい。 

発熱-発义の原因になります。 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップの近くに、 

なミ由や巧燃物など引乂の 
おそれのあるちのを置か 
ないでくださし、。 

义災のおそれびあります。 



が出する時は消乂 

外出のとぎは、必す運乾を停止し消乂 
しでください。 


〇 



•特に注意しでいただぎたいこと(まをのために必ずお守0 ください) 


A 注意 (CAUTION) 
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1. 特に注意しでいただぎたいこと(安をのために必ずお守りください) 


お願い ( NCmCE ) 

機器を廃棄するとをの注意 

ストーブを廃棄処分するときは、定油面器のな 
油を巧き取っでください。 （19-20 ページ） 

な油び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 

思わめ事故になるおそれびあります。 

\ _ 

な油の廃棄 

なミ曲の廃棄処分は、な油をお買い巧めになった 
販売店にご相談 < ださい。 


2•使巧する場所 


ストーブをちをに使用するためには、場巧の選定び大切です。 


安全に使用ずるために 



A 

0 


•マントルピースなどに据え付ける場ちは、標準据え付け例 
じしたびつでください。 （27 〜28ページ参照） 

•標高び1500 mJatb の場所では使用しないでください。（空 
気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 
高地で使巧される場合は調整び必要です。（詳しくは、工事 
説明書 G 高地または延長給排気で使用の場ち）をご覧くだ 
さし、。） 



0 


•温室、飼胃室、乾燥室などでは絶巧使巧しないでください。 
•温室、飼育室など、動植物の育成裁培に使巧しないでくだ 
さし、。 


効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 

参外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気びストーブで暖められ、 
温風として巧流しますので効果的です。 

•出入□など人の通るところは、ぶつかると危険ですので避けでく 
ださい。 

参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を/むびけましよラ。 



温風の流れをさまたばないでください 


• I ごま意 ス I -ーブの前面に障害物を置かないでください。 
障害物びあると部屋の温度にむらびできるばかりでなくストーブ 
本体の温度び'上昇しで危険です。 


参ストーブの前面の空間を広くとれる場所を還んでください。 



































































3 •各部の名称 


外觀図 


操作部 



嗟転スイツチ 


----- 表示部 


放熱器 



構造 




























































































3 •各部のさ称 


•運牺中に室內温度を表巧 
します。 

Iトラブル発を時に自己診 
断モニタを表示します。 


微か表示 

•微か運拉中に 
点のします。 


■表示部の明るさ調節 

参温度設定スイッチ （+ ) を巧しなびら （一） を巧すことにより、表示部の明るさを2段階に調節することび出来ます。 


操た音手動：ピッ 

白尉： KK'W 


I白動および eco 運転時 
に詰:定した設定温层を 
表のします。 


• 現在時刻含わせ、および 
タイ7—音わせの設定の 
り換えをします。 

-押すごとに、 

現を時刻 

タイ 7- 


運乾 q 


表示の換スイッチ 


自動/ま動スイッチ 


タイ7— -現を時刻表示 

時刻表示 

時計動作□□ン 

ドツト表示 

燃焼表示 

-タイマー運転時にはタイ 
7—び点灯し、それしツ外 
は現捆寺刻び点なします。 

-タイマーおよび現巧時刻 
を含わせるときはそれぞ 
れび点;励します。 

•通常は現在時刻を 
表示します。 

. タイ7—運転時は 
タイマーじット時 
刻を表示します。 

•現を時刻を表示し 
でいるときは点ミ威 
しでいます。 

• タイマー t ット時 
刻を表示しでいる 
ときは消灯します。 

-手動運起で火た 
を研り換える隙 
に目安としで点 
灯します。 

乂力研り曽之接 
は消なします。 

-手動運乾時に 
現な設定しで 
いる乂でを 
クラフ表示し 
ます。 


操作部-表示部の名称と働ぎ 


■運お停止中は節電のため、表示はすべで消なします。 

♦現を時刻をお認したい時は、操作スイッチのいすれかを巧しでください。1分間、現巧時刻を表示します。 

参タイマー運転中は節電のため、表示びすべで暗くなります。 

※運転厚止中ち現在時刻を表示させることびできます。（運転停止中ち時計を表示させたいとき） （14 ページ)の項を 
参照しでください。 

■ 「音声おがらせ」の内容と消音方法 

♦坦常の運転操作 （r 点义_1 • じ肖义」 • 「タイマーじット J) をおこなラとき、音南（"点乂します" • "消乂します" • "タイマー 
它ットしました"）で操作状態をおがらせします。 

参 eco スイッチを巧しなびら温度設定スイッチ （+) を巧すことにより、 r 音靑お知らせ」を消音することび出来ます。 



eco スイツチ 


タイマースイッチ 


温度/時刻/义力設定スイッチ 

• eco 運転のじツト■解 


• タイマー運転を t ッ 


-白動運転のとき設定温度を変えるとぎに巧します。 

隙をするときじ押し 


卜’辭隙をするときじ 


-手動運輯のときに乂力を変えるとさに押します。 

ます。 


巧します。 


-現な時刻、タイ7— 時刻を含わせるときに押しまず。 

操作音たツト：ピツ 


操作音じット：ピッ 


操た音+ C 分）：ピッ 

絕陈：ピピッ 


辭陈：ピピッ 


-( 瞄：ブッ 



微かスイッチ 


運起スイッチ 

•微少の固定乂力運臨に祝 
り換えるときに押します。 

操作音たット：ピッ 
稱陈：ピピッ 


-運転/停止をするときに 
押します。 

操た音運輯：ピッ 

厚止：ピッピー 


コ表示 



室の温度表示 


の順塞にのり換ります。 

-己砂な上操作びおい焉含 
は视期表示に戻りまず。 
操た音切換：ピッ 
戻る：ピピッ 




S 動/ま動表示 

eco 表示 

-白動運乾中：「自動」表示 
. 手動運輯中：「ま動」表示 

• eco 運転中に点 
なします。 



\ I / / / 

自動手動 eco 運転や 設定;豆度室内 温度：= 

クタ イマー現在時刻 — 1—1 — 1—1 .国 

午前,〕.，つ,—,广 •••' •一••••：= 

午後い- ‘UU •しし。 C しし。〇/•な 


な滅 

点点 

に 

中す中す 
輯ま熱ま 
運し予し 


にぶる 
-に之 
サ動觀 
ンまり。 
它とのす 
モおにま 
-運力し 
サ動火押 
ム白定に 
-る固さ 
ルよると 























































































4 •使用前の準備 


参極度(こ変質したち 
のは、黄色日ホがか 
ったり、すっぱい 
においがします。 

♦必すなミ由用のポリ 
タンクをお使いく 
ださし、。 

參灯油はシーズンか 
I こ使いきりましよラ。 


容器のふたび 
開けであったり、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 



長期間曰光に 
あたる巧や温 
度の高い巧に 
保管した巧油 


0 





燃料は必すな';由 （ J に1导の油）を使巧しでください。 


[^警音 I ガソリンなどの揮発性の高い';由は、乂災の原因になりますので絶対に使用しないでください。 
[ Aa ^ l 変質な';由、ミ与れた打';由、水の混じっている灯ミ由などは、絶対に使巧しないでください。 

注意 I 灯'油は、必ず乂気-雨水-ごみ-畐温および直射曰光をさけた場所に保管しでください。 


(§) 

0 


指先に燃料をつけ、息をふぎかけ 
ます。 

(义の気のない巧でおこなつでください。） 



灯ミちは 
めれたまま 



ガソリンは 
すぐ乾く 


■変質な油や不純な油を使用すると… 

参ミ由の程度にちよりますび、燃焼不良をおこしたり、ストーブの損傷を早め、故障の原因になります。 

参水やごみび送ミ由経路に流れこみ、燃焼不良や着义不良の原因になります。 

■万一変質な油や不純な油を使用したときは… 

♦お買い求めの販売店または、おちくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

V_ J 


ごま意参変質灯ミ由、不純:0ミ由び原因で修理をの頼されたとき、水や、ごみの除去にサービスを依頼す 
る場含は、保証期間中でち保証の対象がとなります。 

♦変質なミ由の処理でお困りの場合は、なミ由をお買い巧めの販売店にご柜談ください。 



■給油の隱のま順とを意 


•送ミ由バルブを閉じで給油□ふたをはすし市販の給ミ由器具 
でなミ由を給'油しでください。 

ミ由量計の針び「満」をさしたら給ミ由をやめでください。 
•給ミ由□ふたを必すもとどおりに締めでください。 

•給ミ由の際に、か、ごみなどを入れないよラ特にま意しで 
ください。 

♦ 么ま意 义災のおそれびありますので、給ミ由は、必す消 
乂し乂の気のないところで巧つでください。 

■給油□ふたは、お実に締めでください。 

■こぼれたな油はよく/ろきとつでください。 



変質打油•不純:灯油とは 


な油とガソリンの見分けかた 


なびかた 
や巧すし 
みのわ入 
ごがの混 
• Z 3 んち巧 
が油ほで巧 
















































4 •使用前の準備 


■燃料のれの注意と空気巧まの方法 

油タンクを空にしないよラにま意しでください。 

ミ由タンクをいったん空にしますと、送ミ由経路内に空気びたまり、正常に送;由びできなくなるこ 
とびあります。このよラな場台には巧の順唐で空気抜きをしでください。 

1. ミ由タンクに給ミ由します。 

2 . ストーブのゴム管□から、コ''ム製送油管をはすします。 

3 . コ''ム製送油管から;由び連続しで流れ化ることをおかめで 
からコ''ム製送油管をちとどおりにストーブじ取り付けま 
す。（ミちびこぼれないよラに容器を用意しでください。） 



運乾開始前の準備と確認 


■前面ガード取がけのお認 

♦初めで使用するときは、同涵の前面ガードび必す取り付けられでいる事を確認しでください。 

•ストーフ''前面は高温となり、やけどのおそれが'あります。必す取り巧けでください。 

参取りはけられでいない場合は■前面ガードの取巧ちま （29 ページ）を参照しで必す取り 
付けで < ださい。 


■安全装置のじット、取扱上のを意 


定ミ由面器の它ット 


初めで使巧するときやシーズン巧めには、ス I -ーブち側面の丸巧の中に指を入れ、定油面器 IJ 
じットボタン（ホ色）を軽く巧し下げでください。 



•リじットボタンは据え巧け時やシーブン初めに操作します。 
定ミ由面器に強い衝撃をちえたり異常びあったときが外は、 
特に操たする必要はありません。巧 一、 点乂操作後巧油び 
出すにモニタサイン E 2び表示されるよラな場合は i 」 t ッ 
トボタンを押しでください。（安を巧びはすれ、な;由びス 
ムーズに 流れます。） 

♦ 1」じットボタンは乱暴に扱ったり、押したままの状態には 
絶対にしないで < ださい。 


■送ミ由経路の油ちれの確認 


参ミ由タンクや送ミ由管の接ち部などから;由ちれびないかどラか確認しでください。 


■電気配線の確認 

• I A を意 I 電源プラヴをコン它ントに根元まで確実に差しこんでください。 

•電源コードび給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

I ごミ主意 I 電源プラヴ-コードの発熱-発乂を防ぐために… 

参電源は必す適正配線された単相1 00 V のコン它ントを使巧しでください。 

参電源コードは、遠中で接続したり延長コードの使用-化の電急器具とのタコ足配線をしないでください。 

参雷び発生したときは、電子部品を損傷するおそれびありますので、電源プラヴをコン它ントから巧いでください。 

























5 .使用方法（使い方) 


運括開始 (点义) 


•操作部の自動/手動スイッチで、「自動」と「手動」による固定乂力運転の設定びできます。 
ご希望の運転ちまでご使用ください。 


点乂順序 



1. 運転スイツチを巧しで「入」にしでください。 

• "点乂します"の音声と同時に「運転中」表示び点滅します。 

■乂力調節「自動運お J の場含 

2. 自動/ま動スイッチを押しで「自動」表示にします。 



参表示部に設定温度と室内温度び表示されます。 

♦ルームサーモによる自動運転となり、設定温度に自動調節されます。 
(ルームサーモは、できるだけ部屋の温度を代表できる位置に取り付けで 
ください。） 

•予熱び完3すると自動点乂し、その後「運転中」表示び点灯に変わり温 
風び出ます。 



( B ») —(巧) 

温度/時刻/义力 


C 室温の調節^ を巧ってください。 

※手動運輯にしたいときは…自動/ま動スイッチを巧しで「手動」表 
示にしでくださし、。 



表示切換 


手動 



■乂力調節「す動運お J の場含 

2. 自動/ま動スイッチを押しで「手動」表示にします。 

♦表示部に室内温度、义力びグラフ表示されます。 

♦予熱び完3すると自動点乂し、その後「運転中」表示び点灯に変わり温 
風び出ます。 



し 乂力の調節） を巧つでくださし、。 

※自動運輯にしたいとさは…自動/ま動スイッチを押しで「自動」表 
示にしでくださし、。 


♦着乂時、放電言と同時に着乂言を発することびありますび、異常ではありません。 

参点乂操たから放電（着义）まで、室温により予熱時間び多少変化しますび、約2分かかります。 
♦着义後しばらくしでから温風び出始めます。 




























5 .使用方法（使い方) 


室温の調節 （ 目動運転; 


操作部の乂力調節の自動/を動スイッチを押しで「自動 J 表示にすると、ルームサーモによる 
自動運転となり、室温を1日で〜30でまで設定できます。表示部に設定室温び表示されるので 
巧のよラに調節しでください。 

•温度設定スイッチ「+」を巧すたびに1ですつ上びります。 
(上限30で） 

参温度設定スイッチ「一」を押すたびに1ですつ下びります。 
(下限10で） 

参「自動」運転時に、微か乂力でち室温び設定室温より上昇する場合には、 「 eco 運転」にし 
でください。くわしくは P 11 「eco (エコ）運転」の頂を参照しでください。むだな部屋の 
あたため過ぎを防ぎます。 



义力調節 (ま動運活) 


手動運転時には固定乂力運転による乂力調節び巧能です。乂力は6段階に調節され、表示部に 
グラフ表示されます。乂力設定スイッチで巧のよラに希望の乂力に調節しでくださし、。 



参乂力設定スイッチ「+」を押すたびに1乂力すつ上びります。 
(上限 6) 

•乂力設定スイッチ「一」を押すたびに1乂力すつ下びります。 
(下限り 


■炎のが態 

ストーフ''の据え付けや給が気筒の設置条件で、おはをか変化します。 


参おの状態は、青い炎の中に、時どき、瞬間的な 
黄色いおび混じってち貫萬ではありません。 


•また、細かい（露状の）水滴やホコリを吸気した 
場含はを体的に淡いオレンジ色になることびあり 
ますび異常ではありません。 




を体的にオレンジのお（元は青色の炎) 


mm 















5 •使用ち法（使い方) 


eco (エコ）運乾 


^eco (エコ）運転は、自動運転時に eco スイッチを押すだけで設定温度び20でにのり換わり、' 

它ーブ消乂と eco ゆらぎ運転で体感温度を保ちなびら燃費を節約します。 

また、自動•手動運転にかかわらす、最大乂力を70〜90%に抑えでお部屋の温めすぎを防止します。 


自動運転時 

♦エコ運転 ♦ゆらぎ運転 ♦它ーブ消乂 

A 2:で^^23で 

r 消火 



ワンタッチで設定温度を 最大义力を80%におさえ 体感温度を f 呆ったままで 

20でに白動な!換え で室内を暖房 舍燃費 

X 設定温度は変更でさます 

参室温び20でモ満で30かツ上運転した場合は、最大乂力を90%じおさえで運転します。 
♦室温が20で]^上の場台、最大义力を80%におさえで運転します。 


室温が設定温度より約 
3で上昇すると;'肖义し、 
設定室温まで下びると 
再点义します。 


♦室温び 24’ CU (上で30分]^上運転した場合、（設定温度を22でな上に設定)最大义力を70%におさえで運転 


、します。 


ま動運転時 

♦室温び 20’ CJ ^ 上の場合、最大义力を90%におさえで運転します。 

•室温び24でな上で30か]^上運乾した場合、最大义力を80%におさえで運転します。（义力表示は最大のままです) 


■じツトのしかた 


eco スイツチを押しでくださし、。 



参 「 eco 」 表示び点なし、自動運転の場合設定室温び20でに設定され、 
eco 運乾になります。 

参上記の設定温度20では初期設定ですので、温度設定スイツチじよりご希 
望の室温を10で〜30でに設定でさます。 

参ま動運転の場合は最大火力時に eco 運転びはたらきます。 


解除するときは…再度、 eco スイッチを巧しでくださし、。 


♦ eco 運起び解除されます。 （ eco 運転前の設定にちどります） 

♦ eco 運輯中に運輯を停止し、再び運転を再開したときは、 eco 運転をお 
こないます。 


微少運超 


CD CD 

表示切換自動/手動 

B 基抽 



参運転かに微かスイッチを入れると、ワンタッチで最ル义力になり、 
部屋の暖めすぎを防止します。 

微かスイッチを切ると、ワンタッチでいつち使用しでいる設定に復 
帰します。 


微少スイツチを押しでください。 


• 「微か J 表示び点なし、义力び微かに設定されます。 

♦微ル運輯を解除するときは、微かスイッチを押しでください。「微か」 
表示び消灯し、表示びのりかわります。 


































































5 •使用方法（使い方) 


運乾停止 (消义) 


運起スイッチを押しで「の J にしでください。 

• "消乂します"の音声と同時に「運転か」表示び消なします。 
参消义後は本体内部び;ち却するまで送風を継続し、約10分後に巧流巧 
送風機び停止します。 


参運転停止後、燃焼室び;ち却するまで電源プラグを抜かないでください。ス I -ーブの表面温 
度び上昇し、ストーブ故障の原因となります。 

•外出のときは、必ず運転を停止（消义）しでください。 

•2 曰が上家をあけるなど長時間使用しない場合は、電源プラヴをコン t ントから抜いでくだ 
さし、。 


消乂順居 



現在時刻のをわせ方 



現在時刻 


参初めで使巧するときや、電源プラグを巧いたときは、時刻表示 

部に一：- . び表术されます。 

♦表示切換スイッチを押しで「現在時刻」表示にします。 

現在の時刻または一：一一 . び表示され「現在時刻」表示び点 
滅します 

•時刻設定スイッチ（時）（分）を押しで現在時刻を合わせます。 
1回巧すごとに（時）は1時間、（分）は1分進みます。 

押し続けによるスイッチの受け巧けもおこないます。 


時刻設定は「現在時刻 J び点滅中設定できます。点滅び終 
3し、表示びのりかわった場合は、再度表示切替スイッチ 
を押しで設定しで < ださい。 


例：午前別き15分に合わせる場合 

参「時」スイッチを押しで"午前6 : 00" にします。 


•「分」スイッチを押しで"午前6: 15" にします。 



瞧 

レ、 

(断 （巧） ] 

午前€ 

現在時刻 

信 




み 、 




^ _ 



J 



•時刻合わせをおこない表示の換スイツチを押したとき、または 
5秒間操作びなく自動的に表示びのりかわったときに時計動作び 
開始します。 


参約30砂]^内の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻ちわせの必要はあ 
りません。それた(上の停電で、一： 一—. び表示されたら時刻合わせをおこなつでください。 





















5 •使用ち法（使い方) 


タイ7—の使用方法 


■タイマー時刻の含ねせかた 



現在時刻とタイマー時刻び設定されでいないと、タイマー運転は 
できません。 

•表示切換スイッチを押しで「タイマー」にします。 

現なのタイマー時刻または一： . び表され「タイマー」 

が'ち；威します 

•「時」•「分 J スイッチを巧しでタイマー点乂時刻をちわせます。 

1回押すごとに「時 J は1時間、「分」は5分進みます。 

参表示の換スイッチを押しでください。 

これでタイマーじット時刻び記憶されました。 


例：午前6時30分に含わせる場含 






「時」スイッチを巧しで"午前6 :日 0" にします。 
D 

「分」スイッチを押しで"午前6: 30" にします。 





(時） （分） 




■タイ7—運転方法 

•運輯スイッチを押しでください。 

(運転かの場合は運転スイッチを押す必要はありません。） 

参タイマースイッチを巧しでください。 

参"タイマー它ットしました"の音声と同時にタイマー表示とタイ 
マー它ット時刻び表示され、タイマー運転に入ります。 

参合わせた時刻になると、運転を開始します。 



解除するときは…タイマースイッチを巧しでください。 

参タイマー表示び消灯し、現在時刻び表示され（「運転中 J 点滅）、 
タイマー運転び辭除され、自動的に運転を開始します。 

参運転を停止する場合は、運転スイッチを「の」にしでくださし、。 


参外化時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマーじットは、絶対にしないでください。 
参タイマー運転は特に周囲に巧燃物びないことを確認しでください。 

♦タイマー運転中は、タイマーじット時刻を常に表示しますび、まぶしさを防ぐため、表示 
の明るさ（輝度）び落ちます。 
























5 .使用方法（使い方) 


■現を時刻-タイマー t ット時刻の確認 


現在時刻の確認 


>表示の換スイッチを押しで 



タイマー它ット時刻のお認 


参表示の換スイツチを押しで 



「現在時刻」に合わせます。 


時計表示に現を時刻び 
表示されます。 

「タイマー」に合わせます。 



時計表示にタイ7—它ツト時刻び 
表示されます。 


運耗停止かを時計を表示させたいとき 


運輯停止中は節電のため、表示はすべで消なしますび、下記の操作により時計を表示させた 
ままにすることびできます。 

参表示切換スイッチを押しなびら、時刻設定スイッチ（分）を押します。1分上経っても時計表 
示が'消なしないことを確認しでくださし、。 

•ちとに戻したい場合は、同じよラに表示切換スイッチを巧しなびら時刻設定スイッチ（分）を巧 
しでくださし、。 

♦30 秒]^上の長い停電びあった場合は、再度操作をおこなっでください。 


自己診斬モニタについで 


ストーブにトラブルび発をすると、トラブルの状態び表示部に記号表示（自己診断モニタ） 
されます。 

この場合記号表示の内容を、ストーブだ側面に ED 刷された自己診断モニター覧表、または21〜 
22ページ「故障•異常の見分けちと処置方法」をご覧の上、必要な処置をしでください。 


〈白己診断モニター覧表〉 


表示 

異常状態 

酷除ちま 

表示 

異常状態 

辭除ちま 

广 / 

C / 

适中消 乂 

運輯スイッチ 
を}甲しで 
ください。 

/■ n 
rn 

燃晓用送風機巽常お出 

運転スイッチ 
を巧して 
<ださい。 

/—/ 

CC 

不着 乂 


ルームサーモ短絡 

广 

巧震た動 

广 / 

CO 

巧流巧送風機異萬検出 

/■/ / 

C -/ 

過熱防止装置作動 


空気サー=スタ温度異常 

，■广 

排気管抜け検知た動 

/■/ / 
cn 

表示サー=スタ温度異常 

ら5 

ルームサーモ®線 

r n 
cu 

畐板温度異常 

/ ■ ■ / . r n 
r 1 * r ~i 

7^3 1 = 1 = 1 

1で 巧 

n / 

广 / 

ポット予熱不足 

電源プラグを 
旅さ、30秒後 

1こ再び入れ直 
しでください。 
(販売店に連絡) 

r n 

CO 

疑似 乂 炎 

n ■/ 

ポット温度低下 


PEI 

ポット異常過熱 

nr 

畐板故障 


■ 邸就 IP 

•販売店に連絡しでいただく際は、表示しでいる自己診断モニタちお知らせください。 







































5 .使用方法（使い方) 


使用上の注意 


本書の「特にミ主意しでいたださたいこと、ををのために必すお守りください」の他に、巧の頂 
目についでちま意しでください。 

参クリーニング店、美客院などの化尊薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成裁 
培に使巧しないで < ださい。 

•雷び発をしたとき、雷（誘導雷）により一時的な過電圧びかかつでち、過電圧防止装置び機 
器を保護するしくみになつでいますび、大きな霊（直撃雷など）の場含は、電子部品を損傷 
する恐れびありますので、電源プラグをコン t ントから抜いでください。 



6 •まを装置 


このストーブにはなのよラな安全装置びついでいます。 

すべでのをを装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運乾は停止したままです。 


安全装置 

原因-作動結果 

処置ちま 

巧 震 自動消乂装置 
(1 Eil 廣示） 

♦強い地震や衝撃を受けたとさ 

ク 

-自己診断モニタ If 31表示 
-白動的に消义 

♦地震によって作動した場ち、周 
囲の可燃物、機器の損傷、油ち 
れ、給排気筒のはすれなど異萬 
びないことを確認しでから再点 
义しでください。 

点乂安全装置 

燃焼制御装置 

(フレーム□ッド） 

♦点乂=スをしたとさ 
♦途中消乂をしたとぎ 
♦炎が'異常にルさいとぎ 

ク 

-自己診断モニタ1 f /1表示または 
(ら /' 展示 
- g 動のに消义 

♦日常の点検-手入れ （18 〜20ぺ 
ージ参照）をしでから点乂操作 
をしで < ださい。 

♦なおち異常びある場合は、お買 
いホめの販売店にごホ目談くださ 
い。 

fif 。 表示ら？表示^ 

\ (途中消乂）（不着义）ノ 

停電安全装置 

♦停電したとさ 

♦電源プラヴび巧けたとき 

-通電後自己診断モニタ 1 f 7 1 表示 
または 1 ,55' 1 表示 
-自動的に消义 

•け-! j の場合、時計などの t ット 
をしでから、点乂操たをしでく 
ださい。 

• 1 巧 1 の場合、通電を点乂操作を 
しでください。 

• 電源プラヴを確認しでください。 

1 ，: 表术 ’fT 引 表/ T\\ 

(30 秒上）/^5砂1^上、 

\ い〇秒末満ノノ 

過熱防止装置 
( サーモソ^タット、 
過熱防止サ- モス タット/ 

(1 E'-l 1 表示） 

♦フィルタやストーブの前面びふ 
さびったとき 

♦ス 1 -ーブの前面に障害物などび 
あるとさ 

〇 

-自己診断モニタ 1 P-I' 1 表示 
- g 動的に消义 

•フィルタの掃除-障害物を取り 
除いでください。 （20 ページ 
参腔） 

♦なおち異萬びある場合は、お買 
いずめの販売店にごホ目談くださ 
い。 


mm 








































7 •その他の装置 


装置の名称 

原因-作動結果 

処 M わ法 

排気管抜け検知装置 
(巧 表示） 

• 排気管の接続部びはずれたとき 
• 排気管抜け検知用リード線びは 
ずれたり、断線したとき 

-自己診断モニタ If 日 1 表示 
■ストーフの運転を停止 

• 給が気筒および排気管の接続部 
に、はすれ-ゆるみびないか確 
認しでください。 

•排気管抜け検知用リード線のゆ 
るみまたは、はすれ-のれびな 
いか確認しでくださし、。 

おが気筒本体ジジ、 ねじ''^^"" 

'"^"1脇旨掘臘〇刖-ド線| 

燃焼用送風機異常 
検出装置 
(1 が廣示） 

■回転数か'異常にほ下したとぎ 

ク 

-自己診断モニタ 1 ら q 1 表示 
■ス1-ーブの運転を停止 

♦お買いぶめの販売店に修理を依 
頼しでください。 

巧流用送風機異常 
検出装置 
(1 Eel 廣示） 

• 回転数か'異常にほ下したとぎ 

-自己診断モニタ 1 らゴ 1 表示 
■ス1-ーブの運転を停止 

• お買い巧めの販売店に修理を依 
頼しでください。 

過電流防止装置 
(表示部全消な） 

•内部配線のショートじより過電 
流び流れたとき 

■電流ヒューズびのれ、すべでの 
運転を停止 

•お買い巧めの販売店に修理を依 
頼しでください。 

異常温度検が装置 
(表示サーミスタ） 

(1 らし,' 1 表示） 

•フィルタやストーブの前面びふ 
さびったとき 

♦ストーブの前面に障害物などび 
あるとさ 

’自己診断モニタ 1 けィ 1 表示 
- g 動的に消义 

•フィルタの掃除-障害物を取り 
除いでください。 （20 ページ 
参昭） 

♦なおち異常びある場含は、お買 
いおめの販売店にごホ目談くださ 
い。 


mm 
































8 •曰常の点検-ま入れ 
T 点お、ミ入れのときの注意 


点検•手入れは消乂後、ストーブび十分ちえでから、必す電源プラヴをコン它 
ントから巧いでおこなつでください。 

A ま意 I 電気 部品の分稱や巿販品との交換は絶対にしないでください。 


点お、ミ入れの必要項 S 、時期、方法 


■周固の可燃物（使巧ごと） 

♦ 「么注意 I ストーブの周囲は、常に整理•掃除し、燃えやすいちのを置かないでください。 

■ほこり•巧れ（使用ごと） 

•ほこりや;'ちれをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりしで危険です。 

ス I -ーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

■泣ちれ•油のたまり•泣のにじみ（使用ごと） 

参置台-ミ由タンクに油ちれ-ミ由のたまりやミ由のにじみびないか、ときどき点検しでください。 
また、給;由の際にこぼれた灯油はよくふきとつでください。 

参ミ由ちれのある場合は、お買いずめの販売店に修理を依頼しでください。 

■ゴム製送油管の点検•交換の目安（シ-ズンの初め） 

参 r ご注意 ゴム製送油管は、屋外で使用しないでください。 

屋外での使巧は禁止されでいます。 

♦匡のでコ''ム製送ミ由管を使用しでいるときは、手でかし曲げ膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れ 
びないか確認し、欠点のあるときは交換しでください。 

交換の目安は、3年に一度です。 

■巧タンク（シ-ズンの初め、適時） 

参ミ由タンク内は水やごみびたまりやすいものです。給;由のとき、点検しでください。 

ミをタンク巧の水抜きおよび掃除は、油タンクは属の取扱説明書に従っておこなつでください。 


mm 








8 •曰常の点検•ま入れ 


点検、手入れの必要項目、時期、ち法 


■給が気筒の接続部のゆるみ及びトツプの周囲(月に 1 回程度) 

♦給排気筒およびトップの周囲に障害物び置かれでないか、ときどき点検しでください。 

♦給排気筒びつまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズン初めには必ず点検し、くちび 
巣をつくったり異物び入ったりしでいるときは、必す掃除しでください。 

参給排気筒およびが気管の接続部びはすれたり、 


給排気筒 


排気管抜け検知用リード線びはすれたり、断 
線しでいないか点検しでください。 

>給排気筒を一度取りはすして、再び取り巧け 
るとさ、が気管の接続部内部にはめこんであ 
る〇リンクび破損しでいないか確かめでくだ 
さい。 

参破損しでいた場合は、お買い求めの販売 
店に交換を依頼しで < ださい。 



■定洩面器のストレーナの掃除とが巧き ( 適時儒 i 携然認店に 

♦定油面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。 


ごみびたまると、な;由の流れをのけで、不着乂や途中消乂の原因となります。 
巧のよラに掃除しでください。 



1. ミ由タンクの送;'由バルブを閉じでください。 

2. ち側板ふたを固定しでいるねじを1本がし、ふたを開 
けます。 

3. ストレーナの掃除□に八ガキなどの層紙を差しこんで、 
油ガイドを作り、その下に容器を置いでストレーナの 
止めねじをゆるめではすしでください。 

定ミ由面器の;'ちれたな;由やごみびを部流れ化ます。 

4. ストレーナを取り化しで、きれいななミ由の中ですすぎ 
巧いをしでください。（水で洗わないでください。） 


組み立てるときは 

参ストレーナコ''ムパッキンを忘れめよラにしでくだ 
さい。 

参ストレーナを逆に入れないでください。また、底 
部（黒色）び必す左横になるよラに取り巧けでく 
ださし、。 

•ストレーナの止めねじを固く締め付けでくださし、。 
参油ちれびないか確認しでください。 


mm 

















8 •曰常の点お-ま入れ 


♦ロミ由に水び涯入すると定ミ由面器内まで水び入ることびあります。この揚合、内部の部品び腐 
食する原因になります。適時なの要領で水抜きをしでください。 



1. ミ由タンクの送ミ由バルブを閉じで、ストレーナの掃除の頂と同様 
じストレーナの掃除□に八ガキなどの層紙を差し込んでガイドを 
作り、その下に容器を置いでください。 

2. ドレンネジをゆるめで、水び'混入した巧ミ由を全部抜いでくださ 
し、。（ドレンネジについでいる〇リンブをなくさないようにま意 
しでください。） 

3. 組み立ではドレンネジを、〇リングを傷つけないよラにま意しで 
元通りに固く締めつけで、油ちれが'ないことを確認しでください。 

(0 リングびきちんと取り付けられでいないとミ由ちれなどの原因に 
なります。） 

•定;由面器の水抜きは、巧タンクの点検を巧つでち異常びなく、 

E ,'•らび頻冀に化る場合のみ巧ってください。正常に燃焼し 
でいる場合は点検する必要はありません。 


■巧流用送風機のフイルタの掃お （ ill こ 1 回が 上) 


•フィルタびごみやほこりで目ブまりすると、送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表 
面温度び上昇する原因になります。〔過熱防止装置または表示サーミスタの働きで運転び停止 
する場合びあります。〕 

運輕を停止しでから、巧の要領でス I -ーブ裏面のフィルタの掃除を巧つでください。 


フイルター 
とつで 



1. 左図の矢印のよラにフィルタを上に引き化し、ス I -一 
フ'裏面から取りはすしでください。 

2. フィルタじ付着したほこりを掃除機で吸い取ってくだ 
さい。 

3. 掃除び終わりましたら、ちとどおりに取りなけでくだ 
さし、。 


• 「么ま意 フィルタをはずしたまま運転しないでください。 

巧流用送風機のフィルタをはすした状態で運転しますと、カーテンなどをききこんで乂災に 
なるおそれびあります。また手などをふれるとけびをするおそれびあります。 


■地震などの災害が'発生したとさの点檢についで 

•地震などの災害び発ちし、ストーブに振動や衝擊び如わったときは、運転前に必すなの点検 
を巧っで< ださい。 

•給が気筒まわりのはすれ、漏れの確認 
• 巧ミ由配管からの漏れ確認 

点検で異常びみつかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 






9 •巧障•異常の見分け方と処置方法 


■なのよラな現象は故障ではありません。 

参修理を依頼される前にちラー度おおかめくださし、。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

消 

火 

時 

初めで使用するとき、煙やにおいがで 
る。 

耐熱望料やほこりび焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点义しない。 

予熱点乂ちすのため予熱時間び約2分程度必要です。 

(予熱時間は室温により多少変化します。） 

燃烧開始時や消乂後に「ピチピチ J と 
いラ音びする。 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。 


■使用中に異常びありましたら、な表により原因を調べで処置をしでください。 

参原因のわからないとさや、処置のむすかしいとさは、お買い求めの販売店、またはおおくのコ□ナ 


現象 

原因 \\ 

E ! 

達 

巧 

消 

乂 

/ , 

/ / 

点 

乂 

し 

な 

い 

/ / 

/ / 

爵 

震 

作 

動 

/ / / 

1 1 

作過 
動熱 
防 
止 
装 
置 

-- 

1 / 

'知排' 

1ち気 
動管 
拖 
け 

接 

'' - / 

/ / 

/ / 

1 旱 
電 

S 

雨 

巧 

/ / / 

/ / 

i 

似 

乂 

炎 

/ / / 

/ / 

薑 

板 

''曰 

/HR 

度 

畳 

舊 

广,/ 
し/' 

ミ显表\ 
度示 
異サ 
萬丄 

ミ 

夕 

' - - 

，口/ 

巧 

ツ 

卜 

予 

動1 

米 

足 

電源プラヴをコンじントじ差しこんでいない 











強い地震びあった。または、ス1 ブに衝撃をちえた 



• 








送油バルブが閉まっている 

参 

• 









3' ム製送油管に空気だまりびある 

参 

• 









定油面器に水、ごみの目ブまりがある 

• 

参 









給が気筒の設置び薑準通りでない。排気管び長すぎる 











巧流用送風機のフィルタにほこりがたまった 




参 




参 

参 


給が気筒工事不適当のため逆風現象びある 

• 










ルームサーモお巧位置が悪い 











給が気筒のつまり 

• 

参 









ミちもれびある 











給排気筒接続部がはすれでいる。すきまがある。 

排気管抜け検知用リード線端子接続のゆるみ 





参 






フレーム□、ソドにすすび多量に付着した 

参 






参 




長時間停電びあった （30 秒■(上 -f を示) 






• 





厚電びあった （ 5秒上30砂未満-表示） 






• 





給が気筒トップ先端がおおわれでいる 

• 

参 









電源電圧 ( AC 100 V ) びおくなっでいる 










• 

を動運転になっでいる 











標高調整-延長調整びされでいない 




















































9 .巧障•異常の見分け方と処置方法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

そ 

の 

他 

青 炎の中に黄色い炎(ホ义)び混じる 

異常ではありません。 

給が気筒の先端から連続的に白煙び化る。 

外気温び低くなると、排気ガス中に含まれでいる水分び凝結 
しでか讓気になるためで、異常燃焼じよる白煙ではありません。 

な;'由ぎれの際、一瞬炎び大さくなっで消义する。 

異常ではありません。 

停電したとさの再揖電直後 （に 7 1 また 
は If 引 表77〇点火操たをすると、1か |'1 

1 とり1表术か化ることかある。 

停電によりス 1 -ーブの温度び一時のに上昇するためで、 
異常ではありません。 4 〜 5 分ち却した後に、点乂操た 
しでくださし、。 

放熱器のか央部び「色あいび変わって 
見える」、「白っぽくなっで見える」 
場合びある。 

使巧しでし > る特殊違ホ外線窒料は、部屋の明るさや照明等 
の光に反射しで色あいび変化します。 

異常ではありません。安むしでご使用ください。 


お客様ごす目談窓□にご連絡ください。 ※表示部に自己診断モニタび表示されます。 


ミ〕,? 

巧 

ツ 

卜 
ご己 
/皿 

度 

低 

下 

た 

で 

で 

燃 

を 

る 

な 

油 

の 

に 

お 

い 

び 

す 

る 

爆 

発 

的 

な 

燃 

焼 

を 

す 

る 

電 

源 

び 

入 

ら 

な 

い 

大室 
き温 
くが 
な低 
らし、 
なの 
し、（こ 
乂 
び 

炎 

が 

大 

言 

< 

な 

ら 

な 

い 

里 

煙 

を 

出 

し 

で 

燃 

之 

る 

処置ち ま 





参 




コン t ントに確実に差しこむ 









「地震などのが害び発生したときの点検」 （ P 20 ぺージ）の 
点検項目を確認し、運転スイッチを f 甲し直し再点火する 









送ミ由バルブを開く 









コ''ム製送;由管を振る。山あになっでいる巧は平に直す 







• 


さミ由バルブをしめでストレーナをはすし、掃除する。ミ由タンクの水を抜く 








参 

薑準通りに設置する 









フイルタのほこりを掃陈する 


• 

• 

参 




• 

給排気筒の取り付けを適正(こする 






• 



適正な位置におり付け直す 


• 






• 

給が気筒を掃除する 



参 






ちれ箇所を締め直す（販売店に修理を依頼する） 









給が気筒接続部のはすれを直す 
ゆるみを直す 









すすを取り除く（販売店に修理を巧頼する） 









設定室温、時刻などをじットし再度点乂操作をする 









再度点义操1乍をする 


• 






参 

おおっているちのを取り除く 

参 








|^1^ミま意1「電気配線の確認 J ( P 8 ページ）の内容を点検する 






参 



自動運転にのりかえる 


• 







工事説明書に従い調整を巧って<ださい 



















































10 .定期点検 


長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シーズンに^回程廈、シーズン終3後などに、点検を実施しでください。点検のご相談は、 
お買いあげ店または修理資格者〔(財）曰本石油燃焼機器保守協含 （ TEL 03-%99-2928) でお 
こなラ技術管理講習ミ修3者（百;由機器技術管理±)など〕のいる店までお問い合わせください。 


愛情点検 

長年ご使用の密閉式石油スIブの点検をぜひ！ 

の 

こんな症状は 
あ 0 ませんか 

参;由もれびする。 

参強いにおいびする。 

参運捉巧に異常な音び'する。 

参その1也の異常や故障びある。 


ご使用中止 

故障や事故の防止のため必す 
販売店じご連絡ください。 
点検-修理についでのご費用 
など詳しいことは販売店にご 
中目談ください。 


•部品交換のしかた 


■部品交換のとさの注意 

を意 I 不完をな修理、調整は后巧ですので、部品の交換、調整び'必要の場さ 
には、お買いずめの販売店または、修理資巧者〔(財）曰本石油燃焼機器保守協 
をでおこなラ技術管理講習含修了客 （5 油機器技術管理±)など）のいる販売 
店にご相談 < ださい。 

部品交換はコ□ナ純正宜 P 品とご指定ください。 

部品ご入巧の際には、コ□ナ製品取扱販売店で 必すコ□ナ純正部品と ご指定ください。 

純正部品む外の部品をご使用になりますと、性能び十分に発揮されないばかりか、ストーブ 
を損傷したり思わめ事故の原因になります。 


消耗-劣化しやすい部品 

•使巧期間により消耗-劣化しやすい部品 

パツキン類及び〇リンブ（メンテナンス時分酷した場合は必す交換び必要です。） 
点义プラグ-フレーム□ツド 

•環境により劣化しやすい部品 

給が気筒系部品-各種制御畐お-燃焼用送風機-巧流巧送風機-ゴム製送ミ由管 
♦変質.不純なミ由の使巧により劣化しやすい部品 
フレーム□ツド-気化器-電磁ポンプ-定油面器 



















12 •保管（長期間使用しない場を) 


おしまいになるときは、曰萬の点検•手入れの項を参照し、巧の要領で保管し 
でください。 

1.電源プラグをコンたントから巧いでください。 

• I 么を意 I 長期間使巧しないときは、電源プラグを巧いでください。 


2•巧タンクの送油バルフ''を閉じでください。 


3 •フイルタの掃除をしでください。 （20 ぺ-ジ参照) 


4 .定巧面器巧のな油をすべで巧き取つでください。 （19 20ペ-ジ参照) 


5 .本化のごみやほこりを取つでください。 

• 掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 


6.本化をしめらせた巧でちれを落としてから、からぶきしでくださし、。 


7 •ストーブは据え付けたまま保管してください。 

♦ストーブの前面や背面のフイルタにほこりなどびたまらないようカパーなどをかけでください。 
•どラしでち取りはすしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしな 
いよラおしまいください。 

•巧シーズンに据え付けるときには、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 


• 取扱説明書ち大阳に保管しでください。 
















13 •仕 



型式の呼び 

FF - AG 68 HL 

種 類 

気化す-屋内用-強制給排気お-強制対流お 

点乂 方す 

電気点义式 

使 用 燃 料 

なミ由 （ J に1号な'庙） 

燃 焼 状 態 

最 大 

最 ル 

燃料消費量 

7.82 kW (0.760 L / h ) 

2.06 kW (0.200 L / h ) 

発熱量 

28,150 kJ/h 

7,410 kJ/h 

熱効率 

87.0 % 

87.5 % 

暖房 出力 

6.78 kW 

1 .80 kW 

標準適室 

温暖地 

木 造29.已が （18 置）まで 

コンクリート39.日が （24 置）まで 

寒を地 

木 造 29.5 nrf (18 置）まで 

コンクリート 46.0 が （28 置）まで 

外 お ブ 法 

高さ548 mm 幅8021 nm 奥巧284 mm (下皿含む） 

質 量 

25咕 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 

最大消費電力（点乂時） 860/860 W 
燃焼時消費電力 31/34 W 

待機時消費電力 

1 W 

給が気筒の型なの呼び 

QU 40-3 

給が気筒の呼び径 

D 40 

おが気筒の壁賃通部の孔径 

ホ 75 fMl 

排 気温 度 

260でじ(下 

電流ヒューズ 

5 A • 1 5 A 

安全装置 

巧震白動消乂装置-点义を全装置-燃焼制御装置-停電まを装置-過熱防止装置 

その他の装置 

過電流防止装置-排気管抜け検知装置-異常温度検知装置 
燃焼用送風機異常検出装置-巧流用送風機異常検出装置 

付属品 

給排気筒たット1組-スリーブ1個-給気ホース1個-前面ガード1個 
本体固定を具 B 1 個-コ''ム製送油管締付バンド2個-取巧説巧書-工事説巧書-所有者票 


備考）標準適室は、社団る人•曰本ガス石ミ由機器工業会の算定薑準によります。 
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表示部 
表示部 
表示部 
表示部 


白ホ （4 本） 

達お乂イツチ 

□ 表示部 


(己本演 
白 

(4 本演 
白 

(6 本)黄 


異常 

サーモスタット 

f = T=i こ巧 

巧 M 


巧流用 
送風機 


ポット 

ヒータ 


ァ-ス[〇) 


茜 


過熱防止 
サーモスタツト 


操作部 


操作部 


〇 

青 (3 本) 
白 

青巧本) 
白 


尘刻 I ! 巧 

サー ミスタ U ホ 

ルー^_モ□白 

サーモスタツト□青 


ホ □ 巧震 


0 


白— 一- 

紫 
灰 
青 


」巧ツトヴーミスタ 


T F パルス 


電磁ポンプ 


燃焼用 
送風機 


ヒ 

—1 


フレーム 
□ッド 

排気筒外レ □ 
イグナイタ 


プリント配線板端さ配置図 


14•アフターサービス 


■保証についで 

•このコ□ナ扫ミちス!フ'には保証書がついでいます。 

保証書は、必す「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取 
りください。内客をよくお読みのあと、大切に保管しでください。 

参保証期間は、お買い上げ曰から1年間（本体）です。（燃焼部分は3年間） 

♦巧のよラな原因による故障及び、事故につきましでは、保証の対象になりませんので;'主意しでく 
ださい。（詳しくは保誌書をお読みください。） 

■変質なミ由や不純な巧など、またな';由しツ外の燃料使用による故障や事故。 

■誤った使巧方法による故障や事故。 


ディップスイッチ 

憧〇 

表示サ1///スタ 

^ マイ n ン 


白黄白黄白 

Xu/ \)x- 

つ 本本 
C 2 3 

' - ' /fv 


灰憧黒黒黒 


黄穫ホ茶ホ黒白 黒 

〇 


ヒユ—ズ A 

5 

i :A 1 
ス5 


〇 

憧灰紫青ホ 

□ 


№9 








14 •ア フターサー ビス 


■修理を依巧されるときについで 

参「故障•異常の見分けちと処置ちま」 （21 ’22ページ）にしたびってお調べください。直らないと 
きは、ご使用を巧止し、必す電源プラヴを巧いでから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

参ご連絡いただきたい内容は巧の通りです。 

①品名⑤型すの呼び⑤お買い上げ曰④故障の状況(出来るだけ具体的に） 

参修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびっで、販売店び修理させ 
でいたださます。 

参な証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させで 
いたださます。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取あ説日月書の裏表紙に記 
載されでいる「お客様ご相談窓□」にお問い含わせください。 

参修理料金は、巧術料-部品げ-出張料などで構成されでいます。 


■補修用性能部品についで 

参当巧は、この製品の補修用性能部品を製造巧ちのり後、7年保有しでいます。 

参補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■故障-修理の際の連絡巧 

参お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お客様ごす目談窓□」に 
ご連絡 < ださい。 


巧•おそ巧け•移設 


据え巧け-移設工事は販売店に依頼する 


据え付けや移設工事は販売店または据え巧け業害に依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 


おえ巧け場所の選定及び標準おえ巧け例 


据え付けについでは、乂災予防条例、電気設備に関する技術畐準などまちの富準びあります。 

工事説明書(工事編)の「特にを意しでいただきたいこと(安全のためじ必すお守りください)」をお読 
みになり、販売店又は据え付け業者とよくご相談しでください。 

また、「標準据え付け例」についでは、下図を参照しでください。 






標準お无巧け例 


ストーブの据え付けは下図を満足させる位置に取り付けでくださし、。 



_八可燃物九 


© 


45cm 

社 


4 日 cm 
社 


可燃物. 
























































15 .据无巧け•移設 


標準据え巧け例 


♦テレビやラジオから上離しでください。 

♦点検-手入れのためスI-ーフ'だちの離隔距離は、 20cm が上にしでください。 

参熱に弱い力ーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 


♦側ち障害物は、両側にあつでちよいび給排気筒と障害物、巧燃物との距離は 45cmJatb とつで 
くださし、。 

参前ちにおや建物びある場合は給が気筒先端と前ち障害物との距離は 60cmJa^ 上離し、かつ上方 
および両側ちに気流を阻止する障害物が'ないよラにしでください。 

•給排気筒下面は地面から 20cmJ^ 上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気簡先 
端び雪でふさびれるおそれのない高さをお保しでください。 


♦木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りをしである場所に 
給排気筒を通すときは、それらの金属部に接しないよラに電気的絶縁をしでください。 
♦壁に巧をあける場合、壁の内部にある電気配線-ガス-水道の配管にあたらない場所を還 
んでくださし、。 


〔7ントルピースなどに設置する場合のストーブ周囲寸法〕 



参給排気筒を延長する場合は、 3m3 巧びりが下で取り付けられる場所を還定しでください。 
♦標高1300 m 〜1500 m で使巧する場合は、1 .5m3 巧びりむ下で取り付けられる場所を選定 
しでくださし、。 


積雪地区における注意 


参積雪の多い地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさびれないよラな取巧場所を還定しでください。 
また、風びよどむよラな揚巧では、排ガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことびあります。 











































15 •据无巧け•移設 


据え巧け後の確認 


据え付けび終わりましたら、ちう一度、工事説明書(工事編)の「特にミ主意しでいただきたいこと 
(安をのために必すお守りください）」をお読みになり、工事説明書(工事編）に記載されでいる 
とおり据え付けられでいるかどラかを確認しでください。 

■前面ガードの取が方法 

•ストーブ設置の際は必す同個の前面ガードを正しく取り付けでください。 


参燃焼中や消乂直後はストーブ前面び高温となり、やけどのおそれびあります。 
前面万ードは必す取り巧けでください。 


〈取0巧けちま〉 

♦取りなけの際はストーブや前面ガードにキズ等をはけないよラ、取り扱いには十分ま意しで 
ください。 


■前面ガードはス I -ーブの背面に同個されています。下図のよラに取 y 付けて 
ください。 



取り付けは 

こちら測を」！にします 


①図の巧じ前面乃ードの 
上側〔左ち）を片方ず 
つ差し込みます。_ 

差し込み時はキブをが 
けゆすいので、取の扳 
いじは十分;'ま意して 
<ださし、。 


上側の巧(左ちあ LJ ます) 


07 



%)前面ガードを止まるまで 1 

上に持ち上げます。 \ 

扇 

N 

: 



1 




HU 


J 


③図の巧じ前面方ードの 
下側〔左ち）を差し込 
みます。 



下側の巧(左ちあ U ます) 















































































15 •据无巧け•移設 


試運乾 


試運転は販売店または据え付け業着とごいつしょに必すおこなつでください。 

■運酷準備 

• [ A ま意 電源プラグをコンたントに根兄まで巧実に差しこんでください。 

♦ミ由タンクに給ミ由し、送ミ由経路の空気巧きをしでください。 

♦送ミ由経路やス I -ーブよりミ由ちれびないか確認しでください。 

♦前面ガードは取巧けでありますか。 

•安を装置を t ットしでください。 （8 ページの安を装置の它ットを参照しでください。) 


■運乾 




①運転スイッチを押しで「入 J にする 

参"点乂します"の音声と同時に「運転中」表示び点滅します。 

• 「自動」表示になります。 

•予熱び完3すると自動点乂し、その後「運輯中」表示び点口に変わり温 
風びでます。 

♦初めでお使いになるときは、耐熱塗料び焼けで煙と臭いびでますの 
で換気を巧つで < ださい。 



参異常びなければ自動/ま動スイッチで、自動運転から「手動」にします。 
表示部に乂力びグラフ表示されます。乂力調節を乂力設定スイッチ「一」 
「+」で ri ^2^3^4^5^6 J に設定しで义力を確認しでください。 
(各乂力で1分]^上確認しで < ださい。） 

参おの状態は、青い炎のかにいくらかの黄色いお（ホ乂）びまじつでち 
異常ではありません。 

参おの確認び終3したら、自動/手動スイッチで自動運輯に戻しでください。 


■消义のま順 

①運転スイッチを押しで「の J にする 

• "消乂します"の音声と同時(こ表示部は時刻表示のみになります。 
♦消乂をは本体内部びち却するまで送風を継続し、約1日分をにな流巧 
送風機び停止しさでの表示び消なします。 



■百願 W 

参正常運転しない場合は、「故障-異常の見分け方と処置ちま」を参照しでください。 

♦長期間の保管後、再び設置する揚合ち「試運転」のま順にしたびい、試運転をおこなつでください。 


初めでお使いになるとさの;'主意 


参初めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼きなくまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、 
窓をあけで部屋の換気をおこなつでください。また、ル鳥やル動物などに影響する場合び 
考えられますので、この間は部屋に入れないでください。 























を お 支店 
をお サー ビス它ン ター 
富山営業所 
福井営業所 


信越. 
北陸地区 


新 漏 支店 
兰条サービス它ンタ ー 
新猜東営業所 
長野営業所 
松本営業巧 


兰条巿巧浏 3-2-1 5 
H 条市曲刹 3-2-15 
新潟市東区江南 1-6-41 
長旣市大豆島5312 
松本市谊質大夕保原7852 


関東地区 


仙台市富城野区日ノ化の1 -7-32 
仙台市富城野区日ノホの 1-7-31 
郡山巿書田 1-51-9 
山お巿東青田 3-6-28 
酒田市錦の 1-183-1 


東京都北区豊島 8-4-8 
東京都北区豊島 8-4-8 
東京都化区豊島 8-4-8 
立川市高松お 1-22-3 
松戸巿高塚新坦9己-己 
横お市戸塚区原宿4 了目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和の西条2491 -2 
さいたま巿 j ヒ区宮原の1 -674-2 
さいたま巿 j ヒ区客原お1 -674-2 
冒崎市問屋お西 1-3-22 
宇都客巿築顯の2313 
ス田市高林東の237日 
水戸巿巧原の 653-2 
つくば巧谷田部 6788-1 9 


备古屋市熱坦区桜田の 16-11 
各古屋巿熱坦区桜田の 16-11 
静岡市駿巧区高松 2-15- 30 
岐草市巧桑南 2-7-8 
ま市富を屋 3-29-38 
沼津市西巧路 888-1 


〒456-0004 
干 456-0004 
干 422-8034 
干500 -8358 
〒514-0819 
〒410-0303 


TEL (0 己 2)746-6600( げ表） 
TEU 052)746-6603 (代表） 
TEL (054)238-0005( 代表） 
TEU 058)268-7555( げ表） 
TEU 059)234-8471( げ表） 
TEL の 55)968-6210( げ表） 


FAX (052)884-6551 
FAX (052)884-6554 
FAX (054)238-0006 
FAX (058)268-7 日己〇 
FAX (059)234-8472 
FAX (05 己) 968-621 2 


の田巿南を田 1-8-47 〒564-0044 

の田巿南を田 1-8-47 〒564-0044 

島松巧ち里の 1-8-5 〒760-0078 

京都巧伏見区巧田段ノ川原の 70-1 〒61 2-8414 

巧戸巿西区ほ吉5-132 〒651 -2 133 

彥根巧正ま寺の南お78 〒522-0024 

福知山巿荒巧東の68 〒620-0061 

広 島 市まあ南区祇園 3-27-20 で 731-01 38 

広島市を化南区巧園 3-27-20 〒731-0138 

岡山巿辰己 35-1 03 〒700 -0976 

米子市目ス美町 235-1 干 683-003 日 

固南巿徳山きーノなま5631 -4 〒745-0882 


TE しの 6)6380-21 11(げ表） 
TE しの 6)6386-5670 (代表） 
TEU 087)835-171 U げ表） 
TE しの 75)643-2002 (代表） 
TEU 078)922-2431( げ表） 
TE しの 749)24-6239 (代表） 
TE しの 773)22-0827( げ表） 

TEL の 82)871-3310 (代表） 
TEL の 82)871-331 5(げ表） 
TEU 086)243-7751( げ表） 
TEU 0859)33-8157( げ表） 
TEL の 834)22-5567( げ表） 


FAX の 6)6386-7262 
FAX の 6)6386-5588 
FAX の 87)835-0160 
FAX の 75)643-0870 
FAX の 78)922-2438 
FAX の 749)26-21 16 
FAX の 773)23-7592 

FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871-0272 
FAX の 86)243-7191 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 


福岡市博を区東比恵 2-2-40 〒81 2-0007 

福岡巿博多区東比悪 2-2-40 〒81 2-0007 

北九州巿ル詹北区愛岩 2-6-4 〒803-0828 

鹿兒島巿田上 7-16-5 〒890-0034 

熊本市尾ノ上 1-11-12 〒862-0913 

長崎県西彼巧郡時津のち底郷お坦 74- 1〒851 -2 106 
宮崎巿霜島 3-59-2 〒880-0032 

大分巿兰化 1 -19-7 〒870-0108 


TEL の 92)474-5771 (け表） 
TEL (092)474-60 Cn 代勤 
TEL か 93)592-86 りげ表） 
TEL (099)281-1321 代動 
TEL か96)367-7%1け表） 
TEL (095)882-7710 代動 
TEL か98日) 29- 1680け表） 
TEL の 97) 日23-日161(け表） 


FAX (092)474-5775 
FAX わ 92)474-6414 
FAX か 93)592-8666 
FAX の 99)281-1252 
FAX (096)369-6323 
FAX か 95)882-7767 
FAX の98己）2己一0685 
FAX の 97)523-5162 


〒〇 30-0946 TEU 01 7)742-8255( 巧表） 
干 030-0946 TEUOl 7)743-2971 (巧表） 
干010 -091 7 TEL (018)864 —己 671(1 ザ表） 

干 010 -0802 TEUOl 8)864-521 9(巧表） 
〒〇 31-0073 TEUOl 78)24 -己289(代表） 
干 031-0073 TEUOl 78)47-6609( 巧表） 
〒〇 36-8086 TEUOl 72)28-391 0(代表） 
〒〇 36-8086 TEUOl 72)26-4770( 代表） 
〒〇 20-0823 TEUOl 9)622-4791( げ表） 
干020 -0823 TEL (019)604-0281( げ表） 
干 023- 0002 T 巨1_の197)22-4155(げ表） 

干 983-0035 了巨1_(022)23日-3181(巧表） 

〒983-0035 TEL (022)783-1 791(げ表） 

T 963-8033 TEL (024)938— 2240(げ表） 

〒990-2423 TEL (023)642 — 3巧5(げ表） 

〒998-0103 TEL (0234)31 -0571( げ表） 


FAX の 17)742-8275 
FAX の 17)743-1 118 
FAX (018)864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX (01 78)45-4290 
FAX (01 78)71-1344 
FAX の 172)28-01 91 
FAX (01 72)29-1133 
FAX の 19)622-5244 
FAX の 19)604-0283 
FAX (01 97)22-4452 

FAX (022)236-8810 
FAX (022)783-1792 
FAX (024)938-3021 
FAX (023) 目 42-3254 
FAX (0234)31 -0581 


干 114-0003 TEL の 3)3927 - 1 151 (げ黃 
干 114-0003 TEL (03)3911-1 131 ( 化勤 

干 11 4-0003 TEL の 3):3927- 1152(げ黃 
干 1 90-001 1 TEL の 42)51 9-5271 (代表） 
干 270-2222 TEU 047)31 2-8330 (代表） 

干 245-0063 TEL の 45)852-4008( 化表） 
干 409- 3866 TEL (055)268-1 567(代表） 

干 331-0812 TEL の 48)651 -1722(化勤 
干 331-081 2 TEL の 48)651 -1231(げ黃 
干 370-0007 TEL の 27)361 -4806(化勤 
干 321-0933 TEL の 28)632-51 05(代表） 
干 373-0825 TEL の 276)38-6571 (け表） 
干 31 0-0852 TEL の 29)241-21 72(げ黃 
干 305-0861 TEL の 29)839-5325( げ表） 


FAX の 3)3927-1 160 
FAX の 3)3927-1 130 
FAX の 3)3927-1 160 
FAX の 42)528-2382 
FAX の 47)312-8338 
FAX の 45)852-5540 
FAX の 55)268- 1569 
FAX の 48)651-6370 
FAX の485651 -6370 
FAX の 27)361-9139 
FAX の 28)632-5205 
FAX の 276)38-5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX の 29)83 目一1913 


干 955-0864 
干 955-0864 
干 950-0855 
=T 381-0022 
干 399-0033 

干 920-0027 
干 920-0027 
干 930-0985 
干 918-8237 


TEL の 256)32-2 126(げ表） 
TEL (0256)32-2129( 化表） 
TEL の 25)286-9131( げ表） 
TEL の 26)221-51 11(化表） 
TEL の 263)26-0051( げ表） 

TEL の7日) 260-0567( げ表） 
TEL の 76)260-0038( 代表） 
TEL の 76)444-0567( げ表） 
TEU 0776)23-0567( 化表） 


FAX の 256)35-8519 
FAX の 256)32-2137 
FAX の 25)286-331 3 
FAX の 26)221-0039 
FAX の 263)25-9961 

FAX の 76)260-0775 
FAX の 76)260-0738 
FAX の 76)444-061 1 
FAX の 776)23-0580 


東北地区 


旨な 支 も 
青巧サービス它ン ター 
秋苗営業巧 
秋田サービス它ンター 
八戸営業所 
八戸サービス它ンター 
弘前営業所 
化前サービス它ンター 
留岡営業所 
留岡サービス它ン ター 
化お営業巧 


青巧巿ち館1了目 12-38 
青巧巿ち館 1 T 目 12-38 
秋田市泉中央4 了 目 4-1 8 
秋田巿外祖り IS モ刈 109-1 
ノ、戸巿売巿 4 T 目 4-7 
八戸巿売巿4 了目 4-7 
弓ム前巿坦園1-2-) 

弓ム前巿坦園1-2-1 
盛岡巿門 2-1-42 
盛岡巿門 2-1-42 

奥州巿かお区化巧工業団地4了目79 


ホし幌巿白5区平和通16 了目南 1-1 9 干 003-0028 

札幌巿白 S 区ホ里3条2了目 6- 25 〒〇 03-0873 

函館巿西悟硬の 21-2 〒〇 41-0824 

怕川巿東化川南1条2 了目 2-5 〒〇 78-8261 

帯広巿西18祭北1了目1 7-1 〒〇80-00が 

1111路巿巧園の 4-1 7 〒〇 85-0038 

化見巿美ち町 9-1-30 〒〇 90-0064 


TEL の11 )864-0440( げ表） 
TELOn 1)879-2121( げ表） 
TEL の 138)48-6070( げ表） 
TEL の 166)37-2330( げ表） 
TEL の 155)35-7518( げ表） 
TEL の 154)24-4191( げ表） 
TEL の 157)26-2103( げ表） 


FAX (011)863-3154 
FAX の11 )871-2000 
FAX の 138)48-6080 
FAX の 166)37-2338 
FAX の 155)35-7510 
FAX の 154)24-0451 
FAX の 157)26-2107 


東海地区 


近畿* 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


北海道地区 


沖縄地区 


ミ中縄営業所宜野湾巿宇地泊738 

シー サイド- パー ク102 


干90 1-2227 TEU 098)897-5677 (代表） FAX (098)897-5679 


26098002 


本社•工場云を巿東新保 7-7 干 955-8510 

柏崎工場 柏崎市宝町2-日8 〒94日-日817 

長岡工場長岡巿下条の肅ノ浦1069 T 940-1 146 


TELC 0256)32-21 11 ( 大代表） 
TEL(0257)23-5175(tt^) 
TEL (0258)22-21 21 ( 代表） 


株巧ちな 


お客様ご相談窓□一覽表 


修理サービスや製品についでのご相談は磯種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のごす目談窓□にご依頼くださし、。 

ご輕居やご贈蓄品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓□にご相談く 
ださし、。 

名称、巧を地、電話蓄号は、変更する場含びありますのでご： J 承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 

挺0120 -919-302 

^ (修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ’ PHS 等か日は 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけください。 


55 

J 日7 
TJTO 
1136 
の罗 1 

新新町東 
西西中旧 
駅駅西和 
市市巿市 
只尺山な 

雲富福 


店-巧巧巧 

夕 

ま^業業業 

一営営営 

台一 

サ山お内 

お 

仙仙郡山庄 


店-巧巧巧巧巧店巧巧巧巧所所 
去 K 業業業業業ま^業^業業 m 

圏ピ営営営営営東ま営営営 

- こ畐 ば 

都嗯巧川葉お府関パ崎都坦戸く 

都 し 

有首東立千横甲化さ高ぎ太がつ 


店-巧巧巧巧 
夕 

ま^業業旨業 
ス業 
屋ビ営営営 

古^岡阜営津 
ち 

名各静岐ま沼 


店-巧巧巧巧巧店-所所所 

夕 夕 

_こ、^業業業業^ 一 こ、^業業業 

ミ如 J 呂ま如 

ノ営営営営 


ビ 


山 


ビ 


営営営 


阪卜松都戸根 日 島か山子山 

阪 島 

大大富京巧彦福広広岡米徳 


店-巧巧巧巧所所 
夕 

、 - ynw—— 

ま誓営’ 


ビ 


岡 


州島 


営営営営 


サ化日。本崎崎お 

岡—ノ 

福福北瞎熊長宮大 


店-巧所所所所 

夕 

ミン業業業業業 

支じ 

営営営営営 

幌 I 

サ館川広路見 

札化函化帯訓北 


205WA0759 


- 012 3 ㈱21 
















